














































がちになってしまうこともある。        ′
国立教育政策研究所が発表した、 IEA国際数学・理科教育動向調査の 2011年調査
(TIMSS2011)の国際調査結果報告によると、中学生への教科に対する質問の数学にお
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表 1 選定されたテス ト問題 難易度評定値の平均値 と標準偏差









SD       O.41         o.84         0.82
問題番号    ノθ       ′      θ
〔i[][〕  用IIき 19魔1.s:×3  スポー:17ム  倉b何:1:破
つ
   9.00
SD       l.lo        o.98         0.98
問題番号    7 ノθ θ
デジタル時計 同じ
数字連続3つ以上

































































項    目 t値
F題柳 くとき、どの解 き方 が簡 単か考 える。 2.86 o.98 3.62 o.89 2.12 o.73 7.6F
2 大事な情報 を仲 間わけしたり、結 むつ けたりして考える。 ].79 1.lo 3.32 1.o4 1.82 0,67 7.癖
ュ 頌を追って、ひとつひとつ確かめながら、解いてぃ圧 2.86 1.04 3.76 1.o2 2.38 0.95 5,78*キ
4 聞かれていることは何 なのか 考える。 p O.95 2.74 o.9o 5■3Ⅲ5 重要な情報 は何か考 える。 3.28 1.14 3.94 o.92 2.35 H5 6.29・ヰ
6 F題を図や表、グラフ、式などに表して暑える。
7
2.86 1.lo 3.15  1.lo 2.32 1.o1 3.21再
の 重 要 な こ こは 、線 を 引 レ 、しるし
8
9
ひとつ ‐ て 、 な が らるのカ
どんな せ ばいいのか
いこと
2.82   1.31   3.35   1.28   2.24   1.37  3.48手*
子.62 ■oo 3.29 o.91 1.91 0.87 6.43将
3.06  1.13   3.74  1.11  2.44  0.99  5.07ホホ
10 くとき ifO 上H &53 0.93 ■94 o.897.22ホオ




一 番 良 い と
1.99   1.o4   2.79   1.23   1.50   o.79  5.18ホ*
2.08   1.o7   2.91   1.11   1.35   0.54  7.35・+
3.46   1.22  4.15  o.93  2.58   1.16  6.95ネ*
14今まFに学んだことがらの何を使って解こぅか考え圧甘毒増轟覇戴瑞驚瘍繁尋亀不縦=半導
生■里空」2型重■憂亜ゲホ




2.07   1.14   2.74   1.33   1.41   o.66  5.19・+
て,′揮こ 3.57   1.o9   4.21   o.91   2.65   o.88  7.15**
重要な情報 を見つ けようとする。 2.22 1.13 4.12 o.69 2.21 0.959.54・・20簡単 に角子けそうか 、難 しそぅか考 える。 ■tt l.28 4.21 1.o4 2.74 1.19 5.43Ⅲ21挙要だと に は 、大 切 な こ
え と の 人 の 答 え
表 に し て 2.72   1.19   3.24  1.18  1.97   1.o9  4.59・*
22 ロ 3.34  1.16   3.97  o.97  2.68   1.12  5.09**
23文章問題 を解 くとき、状 況 型思い浮かべながら考え奎   旦:9z l:1全 旦:竪 p.98 2.21 1.o4 6.86料
の順番 を考
…
問題を思い浮かべて考える。 ■02 1.34 4.26 o.93 2.26 1.21 7.62ホ摯
至 国じンを集めるなど、似ているものをまとめて考える: 2.54 1.o5 3.29 o.72 1.94 1.o1 6:「
ダ 自分の出した答えが、誤ってぃないか見直しをする。 85 1.18 2.65 ■o'4.41**28今までに学んだことがらで使 えるものはないか考 える。  3.10 1.04‐^ ―⌒ ,―― ヽ 一     
ノrよ′よV・″‐ぅ た0 ●.■0 1.04 3.82 o.83 2.35 o.92 6.92料
翌 整 の本 きさや つながりを数直線 などを使って考える。 1.13 1.76 6.61 4.5F死f=董デ モIデニ|ギ==3.35   1.22   4.18  0.94  2.38   1.16  7.04**
df=66   **pく.01
・16‐
表3数学的思考スキル尺度の因子分析

































0.41   0.25
0.27   0.54
0.37   0.33
0.30   o.32
0.55   0.33
0.40   0.29
0.25   0.49
0.50   0.35
0.30   o.24
0.29   o.o8
8   0.12
26   0.51
   0.22
0 13   0.34
6   0.21
5   0.49
34   0.45
3   0.38
0 10   0.27
0 29   0.26
0.43   0.23   0.26
0.19   0.29   0.24
0.12   0.21   0.18
0.20  0.32  -0.04
0.48   0.20   0.27
0.31   0.28   0.25
0.27   0.22   0.21
0.33   0.42  -0.o4
0.10  0.46   0.37











0.43   0.35
0.30   0.27
0.37   0.51
0.52   0.49
0.38   0.33   0.13
0.15   0.24   0.28
0.39   0.35   0.14
0.32   0.41   0.34
0.21   0.25
0.29   0.42
0.06   0.12

































3.68     o。78
0.66     6.40**
0.69     3.99**




思考過程の顕在化スキル     3.23   o.84   '::8   6:|五  ::1;**ノゝ′キ                             ^ ^_
0・99 3.12料
場面と解決法のイメー ジ化スキ/L/  3.64
全体 3.62
17





























































































e+b tt btt a
加法の結合法則














rとこに いるかな ?」 ゲ ーム を しょ う。(ゲー ムの鋭明 ト







































































グループ学FF′鸞 、皆ものトプで話し合って考えた方習糧墓ょる|ヂ彬ビ翼濶 ζ理を″獄 薫勒 頸謀ミ纂すぃと思先
υ
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本時の振り返り2                ~~~~
Aなぜの回数     回         、























































評定 ‐F・3■ |1までの力‐ド 問1農法腱
??
5 奇数56枚に工夫があり、グルニブ分けにもIL夫がある_ 4よりさらに理論的に考えている 一番合理的 6■3














0 翌欄、意味不現 聖欄、意味不鎖 空機、意味不明
評定 二:鴨二 | ‐               
‐
   |     
‐ ‐ 1:i  「Z≧‐  |  
‐     ‐ ‐





























カンで正解している^0 翌檬、意味不現 聖欄、意味不明 翌機、意味不明
評定 盪 遷瓢 淵雌轟









3 冒ξキ凛讐i鑑 《墨雪が分並ぺ替えと、前後(遷数奇数)がとちらかが童議繕 でぃる^ 該当するものをかきだしている。足りないぉ










1回目     2回目     3回目




数学的思考スキルテスト(偏 0.532** 0。603** 0.630**差値)(ST)



















1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2E]日   3[]目
チ■ムA  O。303* 0.338** 0.218*   0.563** 0.526** 0,728**   o。16  0.421** 0.401**
佃=4つ 佃=40 佃=40 綴=4つ 佃=40 佃=40 伸=4つ 佃=40 佃=40
チーム]B   o.246*  0.057  0。118   0。5 3** 0.667** 0.542**   o.104  0.224*  0.067














1回目   2回目 t値





























平均 14.47   14.96
SD 3.11 2.67t=1.30 nos.
チームB
(N=50)















平均 14.96   15.66




平lナ旬   14.5815。32












































































51.64  10,39   50。7 9.90    52.53  9.92
48.56  9.63   49。31  10.24   47.78  9。74
‐29









































l頭の中  12頭の外  13情報の活用14筋道を立て
″ レー プ学習









































































































































































































































































































































































































































































































































注 1 内容は行った授業。乗法2は乗法の授業の2時間目。時差 。文字式の下につけた数字は、取り組んだ課題の番号である。
注2:「スキル使用度」の数字で1回目より、2回目・3回日において割合が増加 してぃる


































































































































































































































































































































































































































































































 世頭の中        頭の外 その他
分析の時期(回日)     分析の同暢(回日)    分析の時期で回日)    分析の時期(回目)123 123 12o 123
17  36  8211.813.926.80.o8■塁 5.92.83.70.o4o.082 4 72.2 65.9
32  90 1o918.8 24.4 34,9     3.1  144  曇     3.1  10.0  10.1    3.1   5.6  6.471 9 45 41 3
2-l s417  12  210.0   0.0  33.3     0.o  ,50   4」塾    o.0   8.3  14.3     0.o   o.0   0.010 0 66.7 47.6
32 167 19918.828.140.7 3.1曇 曇  15.6 7.2 7.0 0.o 6.0 7.062.5 42.5 39.7
88  305  4115.924.336.0 2.31月l L6 8.0 7.5 7.5 1.1 望  曇 72.7 47.9 45.7
50 122 15026.0  23.8  120    28.0  27.0  20.0     4.0   8L2   2■1    4.0   6.6   9.338.0 34,4 31.3
42 111 20526.2  18.9  405     9.5  'S'  176     4.8   5=生   4.4     4.8   2,7   曇 54.8 47.7 31.7
6  56  6716.730.435.8  00堕 17  o.o l.8 9.O  o.o 8.911.983.3 26.8 25.4
98  289  4225.5  232  167    18.4  曇 lR A  4,1   5.9   6.24.1 5 5 8.148.0 38.1 30.6
74 128 23518.910.929,8 12.2 1R R 9.4 9.5曇 9_80.0  ■■  鯉 59.5 51.6 44.3
S78 44 104 11625,0 11.5 119 11.411.512.1  13.6型 12.10.0   1,9   4.350.0  54.8  307
3--3s8145  82 12611.1 9,8214  o.o 曇  塁  2.2 1R A 曇 0.0    匹     o.o 86,7  61 0  667
20  11  2715.0 36.4 40,7     5.0   0.0  11 l     o.0   興    o.o0.0    0.O    o.o80 0 54.5 48.1
全体  183 325 50418.O H.7'RR 8.2製曇  7.7160 曇 0.0   4.0   4.266 1  55,1 49.0
53  95 16418.920.027.4  7.5147里1.9 し 318.30.0   7.4   8.571,7 51.6 30.5
56  53  6617.920,836.4 8,9 5.7 6.1 3.6興 曇 0.0   1.9   7.69  60.4 42.4
46  45 113     28.3   8.9  127    o,o   4.4   8.0     2.2   4.4   8.80,0   0.0   1.869.6  82.2  4R7
全体 15519334321.3 17.6興 5.8 9.811.1  2.6 7.313.10,0 4.1 6.170.3  61.1  38.8
54  90  8118.5   13.3   9.9     18.5   8.9  12.3     1.9  1o.0  14.81.9  1.1  鯉 59.3  66.7  16R
72 123 1279.7  '20   8.7     9,7  14.6  15,0      1.4  11 4   8_Z19.4   8.1   11.859 7  430  興
44116115田218.1 7.9 6.8 8.613.9 2.3 曇 塁 2.3    1.7   13 070.5 62.1 57.4


















































m覗疹ロン2 縄l  t輌自
多面的検討  干翌値  1.31     3.15




考える 平均値   :《      〔|::     t=3.09**
夕四Fり梗ヨ]  sD   6::う     5:35    t=7.61**
















































も試行錯誤を繰 り返し (会話番号 100～117)、また、図に戻つて検討している (会話番
36‐
号 118～140)。ここでは文字を使い演繹的に解決 している (会話番号











































・ 。1思議 出 ま .・.・





























































































































































































































































































































































































































































































































































































″蹴 こヽ蹴 鷲鋼 瞥か
a84ど,ちが長いかって分かられ
"糀講腕 誰編踊躍タ



































































ゝ 嘲 圏 驚 蠍 辮 :

































































































































































































































18.S77:ここまでの過程を書いていって、ここの 1時間 2時間3時間・・・て 15時間になっ
て、時間差は5時間で、
注 :図中先頭の番号は発言番号、Sは生徒番号
図 19プロジェクト実習終了時活用2/2時差の授業における 3・3班のグループ学習の会話よリー 部抜粋
49‐
特に3回日 (改善実習終了時)は、同じグループの他のメンバーの2倍以上発言 してい
た。さらに、プロジェク ト実習終了時 (巻末資料 9指導案本時案14:活用2/2時差)のグル
ープ学習の会話記録の中に、図 19の場面がある。
ここで見ると分かるように、S77は問題文の必要な情報を取り入れながら順序立てて説































































































































































































)'ど  さん.Il i"｀
`  
き■,中ll'11(ヽ さん
図 21S42の「数学的思考スキル測定テス ト」の解答 (1.2.3回日)
‐52








































































































ホワイ トボー ドの図を使いながら、計算式を作り (会話番号 1～10)、お互いのつまずきや



























































































































































































グループ学習時の会話を分析したところ (表 11、表 12)、実践期間を通してメンバーが
変更されなかったグループについては、課題解決のための多面的検討はプロジェクト実習




























































・何度も試 行錯誤 を繰り返し、また、図に戻つて検討 している。
3組1班
 I争電i5         
裏漁 入」を使 うことでメンバー全員が納得する状態に
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プロジェク ト実習1年数学 本時案 11
プロジェクト実習1年数学 本時案 12
プロジェク ト実習1年数学 本時案 13
プロジェクト実習1年数学 本時案 14
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【資料1】 学習指導要領等における数学的な考え方に関する記述
年 月 日 記 齢 彗 記 載 事 項 内 容
中学校指導要緑
学 の 意 義 を理 解 し、数 学 に積 極 的 に
考























19686.6P字夜 の 教 育 課 程 の



















































































































1 :・用層の意味を理解し答え蒻 な形て″すか。求められてι:`事柄は夕かだつι:て考える。 |
二:寛通しを三‐c6f 
｀
|   |  :  :  ~|  |  :  | ~●    
:  颯腹 を導<ための道″をgι哺け蒻 ち島餞興レ る。 :      |         :
IⅢⅢIIIす|■II I■111■■||■|■■|IIIIIII11






とらえる。  :   1      1         :
5.関係付けてものをとらえようとする。 :   :      |                 |
|:||||:認:1111Ⅲ
“
1董 ■ |■ ||■ ■
l  ・′～だから.～。Jとιlラよ7‐r_~ιl“"ヮ
ぃ つて考える。 |             :
7.内容を明確にし、的確にそれらを記録したり、伝えたりする。|          |      |
: ■必翼な情報をメモι/_―久国式″ιたr/Lrtz~る。・  |               :
IⅢⅢ髪 |■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ |■|■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
1  鬱財 事柄を伸肩分″ι/_―久#台ι/_‐グιて考える。 :  |  |        |
9.問題を算数的(数学的)に解決せ る問題に作つていく。  :      :         :
|  ブ 輩:グラフ多 数値をなど藪学的な影=こまえて考える1   1   1         1





経 皐 111■ ■ 1■ 11■ |■ |■ ● 11











































































































































4人目に、13, 15, 17, 19のカードを渡します。
このように渡していくとA君は何人の人にカードを渡すことができますか?
16】




































































































































































































1 1  1     ‐   I               II・■







































2 3 8-3大準な情織締 間ゎけしたり、結びつftたりして考えるヾ
312716…21rltを通つて,ひとつひとつ確かめながら、解いている。 輌
:… 1 蘭かれていること:ま何なのか考える。










1■ 3017-21問趣の中の麓欝だと思うことがら1ま、擦き出してメモして考える。l           f鳳二二■■LJ
12 26 6‐1「はじめに、lF次に、』rそれから、」というように緩序だてて考える。           1=凛鳳
'1『
 J
1312111-3自分や翔りの人の考え方の中から、一器良いと思われる考え方を使おうとする。     .β14‐9 想
!● 316-3今までに学んだことがらの何を使つて解こうか考える。     1            514 312 1
16 112-3長さ、鱒さ、広さなどは、その大きさをイメー ジしながら考える。 5二
=1_二
議i`夕  」
16 8‐3…200の場合はどうか、など場合に分1サて考える。 514 312 1
17 1919-2間機の内容を、記号や、OX△などこ畿き換えて考える。 S14 312 1
18 20 0～3菫す・3:く・かIナる・割る、など、どんな81算で解こうか考える。  I           1011111プl
1911014-2螂警事情報を見つけようとする。 5141,I夕 J
20 12 2…2鱗単に解けそうか、難しそうか考える。 5_色321J
211 7 7-31必婆だと思うときに!ま、大切なこと魯図や表に表して考える。
―
221 311-2,自分の籍えと周りの人の答えを比べ、選いや綺じ点を見つけようと手る。         .514‐312 1
2311511-2文撃離題をな とき、状況を思い浮かべながら考える。    |           |…
2412112ヽ鶴趣を解くとき、まず:まじめに騨き方の願警を考える。
…25 1 6-11■ltている隧構を思い洋かべて考える岬 臨 轟
111 1 ,¨●同じ形を集める三二、黎ヽいるものをまとめて考える`
…妥■壼塁事曖 する,
2812316…2今までに学んだことがらで使えるもの(まないか考える。    |           |'11‐0■LJ
2011010‐4数の大きさやつながりを厳臨線な酵 使つて考える。     1           ‐縫二ふ轟二颯LJ




数学の綺鶴をな のが縛慧だ。 5    1    4    1    3 1
1

















・たぶん000だ:             Ⅲ途申までわかるけど・・・どうかな?
・00かなあ?自信ないけど・・・      ・ もやもやしているなあ・・
・う～ん、どんなやり方を使うのかな?    。わからな～い::













































































































































































































































































1.実習期間 :平成25年5月7日 (火)～6月7日 (金)
2.実習校 :Y市立N中学校
3.担当学年・組 :1年1, 2, 3組(少人数Aクラス)4.教科 :数学
5.授業計画

















































10 乗法 5 ⑥累乗の意味とその計算 。個人→2人組→4人組
☆特に (2頭の外、3情報の活用)























16 活用 1 ①仮の平均 ・4人で考えをまとめ説明できるようにす
る。☆特に (1頭の中、2頭の外)
17 活用 2 ②時差 ・4人→全体 (グループ交流)
◎ (4つの考える)。 自分たちで活用する
18 集合 ①数の集合の広がり 。個人→4人
☆特に (1頭の中 3情報の活用)
19 まとめ 練習と単元テス ト




【利寺】 2加法・減法  3.加法と減法の混じった計算 (1/3)
【目標】 。加法の交換法則、結合法則が成り立つことを理解し、それらを使つて効率よく計算する。
【本時の展開】
















































































































































【本時】 2加法・減法  3.加法と減法の混じった計算(2/3)
【目標】 。加法と減法の混じった式を項だけを並べた式になおして計算する。
【本時の展開】
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【本時】 3乗法・除法  1.乗法 (1/5)
【目標】 。(どこにいるかな?ゲー ム)」 を行いそのゲー ムの意味を理解し、どんなカー ドを引いたときに勝てるのかに注目し、その理由を考える上で、ゲー ムが乗法であることを知る。
】



















































































































































































































































学習内容 学習活動 学習形態←思考力 留意点?
















































































































































































































プロジェク ト実習 1年数学 本時案 7













































































【本時】 3乗法・除法  2.除法 (1/3)
【目標】 0乗法をもとに除法の計算の仕方を理解し、計算ができるようにする。
本時の展開


























































































































































































































































































【本時】 3乗法。除法  3.四則の混じつた計算 (1/2)
【目標】 ・四則やカッコの混じつた計算の順序を確認し、その計算をする。
【本時の展開】


















































































































































→ カ ト 椰


































































































































































プロジェク ト実習1年数学 本時案 14               1
【本時】4「正負の数の活用」・・・2/2                             1
【目標】 。「正負の数」で学んだことを使い、時差に関連する課題を「4うの考える」を適切に     |
用いながらグループ毎に解決し、それを他のグループにも伝える。                   |
参考URL httpソww_jalocoojp/worldcloclc/
【本時の展開】






























































































































































































プロジェク ト実習1年数学 本時案 15




学習内容 学習活動 学習形態←思考力 留意点?




































































































































































































問題 は3間あ ります。 このプ リン トは 1枚目です。





3人目に、7, 9, 11のカー ドを渡します。











































































































































































































































図 (2頭の外、 1頭の中、 3情報)




























































【本時】 2文字式の表し方 。いろいろな数量の表し方 (1/3)
【目標】 。「速さ。時間。道のり」の関係とその意味を的確に捉え、文字式を使つて表す。
【本時の展開】

























































速さとは、単位時間 (1時間、 1分、 1秒)に進む距離













速 さ 時間 道のり

























速 さ 時間 道のり 残 り
χ(km/日寺) 2日寺間 2 χfたm) 140-2χ(km)
速 さ 日寺間 道のり
4(km/日寺) |(日寺FH5) χ(た71)

















改善実習 1年数学 本時案 2
【本時】 2文字式の表し方 。いろいろな数量の表し方 (2/3)
【目標】 。「割合」の表し方とその意味を確認し、それを文字式に表す。
【本時の展開】


























































































































改善実習 1年数学 本時案 3















































































































































































































































































































































































































































































































































































































【本時】 2.式の計算 2.1次式の計算 (3/4)
【目標】 ・1次式加法と減法の計算をする。(減法は加法に直すことを理解する。)
【本時の展開】


























































































【本時】 2.式の計算 2.1次式の計算 (4/4)
【目標】 ・分配法則を使つて (  )をはずす1次式の加減の計算をする。
【本時の展開】








































































































































































































































































































































































































よしてる君、こうすけ君、ななさんの3人がサイクリングを計画しました。      .
下の会話はサイクリング当日の出発前の3人のものです。
よしてる:ぼくは、のんびりと景色を見ながら走るのが好きなんだ。だから、今日のぼくの自転
車の速さは、 1 0km/時だよ。
こうすけ :ぼくも景色を見ながら走るのが好きだけど、よしてる君はちょつと遅すぎじゃない。
ぼくの自転車の今日の速さは、1 2km/時だね。
なな:2人ともずいぶんゆつくりね。わたしはスイスイ走りたいから、今日の私の自転車の速さ
は、 1 8km/時よ。
よしてる:じゃあ、ぼくが一番最初に出発するね。
こうすけ :ぼくは、よしてる君が出発してから30分後に出発するよ。
なな :それなら、私は一番最後に出発するわ。
問題① こうすけ君が自転車で出発してから、χ時間後の、よしてる君とこうすけ君の間の距離を、
χを用いて表しましよう。
問題② こうすけ君が出発してから、2時間半後のよしてる君と、こうすけ君それぞれの自転車
の位置はどのようになっているでしょうか?
問題③ ②の状況の時、ちょうどななさんの自転車がよしてる君の自転車に追いつきました。な
なさんは、追いついた時間より、どのくらい前に出発したのでしょうか?
<課題4>
まもる君の所属するクラブでは下のようなルールに従って先生からの連絡を回すことになって
います。
ア.先生からは、まもる君にだけ連絡がくる。
イ。まもる君は、グループAの人に連絡する。
ウ。グループAの人はグループBの人に連絡する。
工・グループBの人はグループCの人一人にだけ連絡する。
オ.同じ人には連絡しない。
オ.グループAの人はまもる君が連絡した同じ人数の人にそれぞれが連絡する。
例 1
まもる君がグループAの人一人に連絡すると、
となり、まもる君の含め全部で11人の人に連絡できる。
まもる君がグループAの人2人に連絡すると、
‐53・
問題① まもる君がχ人の人に連絡するとき、まもる君も含め全部で何人の人に連絡できるか、χを
使つた式で表しなさい。
問題② まもる君が9人の人に連絡すると、まもる君を含め何人の人に連絡できるでしょう。
<課達i5>
れいこさんは次のようなレンガを使つて花だんを作ろうとしています。
レンガの、たては1 0cm、よこは2 0cmです。
レンガは下のように外側もぴつたりと重なった正方形にし、花だんはレンガで囲まれた中に作り、
その形は正方形にしなければなりません。
1番目に狭い
花壇 2番目に狭い花だん
上の図のように、一番狭い花だんはレンガを4個使います。2番目に狭い花だんは、レンガを1
辺1個ずつ増やします。このように、1辺1個ずつ増やして、3番目に狭い花だん、4番目に狭
い花だん・・・・を考えます。
問題① χ番目に狭い花だんの面積を、χを用いた式で表しましょう。
問題② れいこさんはレンガを買うために、お母さんから5000円もらつて、近くのホームセ
ンターに行きました。そこでは、レンガが1個130円で売つていました。れいこさんが
お母さんからもらったお金で作ることのできる最も広い花だんの面積を求めましょう。
‐54,
